
東北関東大震災における

練馬区内の影響
2011年3月11日、東北関東大

震災の発生した翌日撮影した写

真。上の5枚は練馬駐屯地西側

の国有財産である万年塀。 駐

屯地内側の側溝に落下して二分

した万年塀の一部と白く粉々に

なった破片。縦に大きく亀裂の

入った万年塀など。

私が一部倒壊している塀を撮

影していると警備の２等陸士等

に「危険だから近づかないでく

ださい、地震で落下しました上

に上げて検討する」という返事

があった。

上の2点の写真も3月12日。高野台4丁目

１１、谷原五つ又交差点南西部、路地。同

じように東日本大震災によって全壊した大

谷石と思われる塀。塀の倒壊で自転車は破

損している。他に高野台や谷原の一部を点

検したが塀の半壊4件、富士街道沿いの灯

篭倒壊が1件。屋根瓦落下1５件。外壁のひ

び亀裂一部落下2件を確認した。高野台西

友ストアーは天井のガラス落下、亀裂のた

め立ち入り禁止のトラロープが設置された。


